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説明１. (抗インヒビン血清)
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⚫一般的な過排卵法は外因性のFSHであるが、抗インヒビン血清は    
内因性のFSHを増大させ、多くの正常な卵子獲得が期待できる。

*FSH分泌抑制に働く
インヒビンを阻害する

Wang H, et al. Reprod. 122: 809-816, 2001. 

doi: 10.1530/rep.0.1220809
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説明２. (過排卵効果)

⚫プロゲステロン投与による性周期の同期化と、抗インヒビン血清-
hCG投与の組み合わせで、過排卵がより効果的になった。

⚫本法は、様々なマウス系統、性成熟後の幅広い週齢に効果的であり、
希少マウスからも効率的に受精卵や産子の獲得が可能となった。

⚫生殖・発生工学技術の効果が3-4倍にアップし、使用動物数の大幅  
削減が可能となった。



試薬調製
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加温30-40分後プロゲステロン秤量 ゴマ油(1 mL)を添加
してピペッティング

加温溶解 
(37℃)

加温15分後

ピペッティングして
完全に溶解させる

※溶解後は再析出を防止のため、インキュベーターなど37℃で保管する

⚫ プロゲステロン溶液 
(25 mg/mL)

25 mg 沈殿(+) 沈殿(-)

⚫ 抗インヒビン血清 (AIS) ：セントラルリサーチ(株)

冷凍品を一度融解して小分けし、再度冷凍しておく。再融解したものは使い切る。

⚫ ヒト絨毛性ゴナドトロピン(hCG) ：あすか製薬(株)、ゴナトロピン

生理食塩水で溶解(50IU/mL)して、1mLシリンジに詰めて、そのまま冷凍しておくと便利。

ゴマ油(非焙煎) (25g) ：富士フィルム和光純薬(株) code#192-15382

プロゲステロン：富士フィルム和光純薬(株) code#160-24511 



方法

１．性周期同期化

排卵予定日（体外受精を行う日）の6日前と5日前の2日間、

16-18時にプロゲステロン(P4: 2mg/0.08 mL/匹)を、背側皮下に投与する。

2．抗インヒビン血清の投与

排卵予定日（体外受精を行う日）の3日前、

17-18時に抗インヒビン血清(AIS: 0.1 mL/匹)を、腹腔内に投与する。

3．hCG（ヒト絨毛性ゴナドトロピン）の投与

排卵予定日（体外受精を行う日）の1日前、

17-18時にhCG(5~7.5IU/匹)を、腹腔内に投与する。

更に排卵数を期待する
場合は４日前も

日程 6日前 5日前 4日前 3日前 2日前 1日前 0日

投与 P4 P4 AIS hCG 排卵

◆投与スケジュール

◆投与内訳
－ －



参考データ

1．抗インヒビン血清（AIS）-hCG投与による過排卵成績

【結果】

⚫ C57BL/6系統とBALB/c系統共に、性成熟後のAIS投与が効果的だった。
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参考データ

2．発情周期の排卵数への影響と効果的な投与方法

【結果】

⚫ AISは発情後期に投与すると最も過排卵効果が大きかった。

⚫ 性周期同期化とAIS投与を併用することで、排卵数が増加した。
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《投与方法と過排卵の効果》

同期化処理

投与日程 (日)
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参考データ

3．各マウス系統および高週齢マウスでの過排卵効果

【結果】

⚫ 様々なマウス系統で正常卵子数が3～4倍に増加した。

⚫ 高週齢マウスからも正常卵子数が2～3倍に増加した。
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